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１　佐伯総合スポーツ公園の再整備について
（１）施設の概要
　
　　　 ◆面　　積　　　　　　　　　２４.５㏊
　　◆整備期間(総事業費)　平成２年～５年(４３億９,０００万円)
　　
       ◆供用開始　　　　　　　　平成５年７月
　



整備後、３０年が経過したこの施設の「長寿命化対策」に合わせて、新たな整備には現施設の付加価
値を高める「機能強化」を行い、この２つの視点により整備を行うことで、魅力的で集客力のある施
設としてリニューアルする。

【方針の２つの柱と１つの視点】
◆既存施設の老朽化に対する対応「長寿命化対策」
◆整備に伴い、新たな付加価値の創出「機能強化」
◎高齢者、障がい者、子どもなど全ての人が利用しやすい環境づくりの視点

魅力的で集客力のある施設

この再整備を行うことで、公園全体の来園者を・・・

現在の年間「約１４万人」から「２５万人」へ
増加させることに取り組む



 （３）整備後のイメージ
（３）整備後のイメージ



（４）野球場の整備
       ◆整備目的　　老朽化した野球場のリニューアル工事を行い、今後、女子野球や学生野球、そしてプロ野球の　　
　　
　　　　　　　　　     　ウエスタン・リーグの開催など、様々な大会を誘致できる魅力ある施設として整備を行う。
　
      ◆整備期間 　 令和５年１０月～令和６年８月
      ◆事 業 費 　 　６７２，６００千円（工事費予算額）　※Ｒ６債務負担行為



（５）陸上競技場の再整備
◆整備目的　現在の陸上競技場を全面芝生化することにより、整備後は、幅広い　          　　
　　　　　　　　　年齢層による様々なスポーツ競技の活動(生涯スポーツ活動)や、イベント　　
　　　　　　　　　の開催が可能となる「多目的広場」として整備を行う。

◆整備期間　 令和６年度～令和７年度
◆事 業 費　 約１１億９千万円



　
         ◆整備目的　スポーツ施設以外の機能強化を図ることにより、公園に新たな　
　　　　　　　　　　賑わいが創出され、中山間地域の交流人口の拡大と活性化を目指す。
         ◆整備期間　平成３０年度～令和元年度（令和２年４月 供用開始）
         ◆総事業費　３億５,４００万円
         ◆合わせて整備したもの
             〇幼児遊具　１箇所                                            〇隣接したトイレの再整備　２箇所
             〇駐車場の増設（第３駐車場）　５４台分             〇その他、園路・シェルター等の場内施設

•   
• 
• 

（６）大型遊具の設置



（７）スケジュール



２　公園を拠点とした賑わい創出

 

《回遊人数》

●令和５年度
　   約３.７万人
　　　　　     
                    ５.８万人増

 
  ●再整備後（見込み）

  約９.５万人＋α

《観光消費額》
  
  ●令和５年度
　     約１.２億円
　　　　　
                   １.８億円増

●再整備後（見込み）

約３.０億円＋α



 にぎやかな中山間地域の実現

～ココから つながる ひろがる ときめく 未来～





【スケジュール】
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